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従業員への責任と行動
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ムラタの理念を実践し、
企業価値を高めていく。
　2012年、フィンランドのMEMS専業メーカーで

あったVTI Technologies OyがMurata Electronics 

Oy（以下ムラタフィンランド）としてムラタグルー

プに加わったことを受けて、私たちは、ムラタの

経営理念（=社是）を共有するためのワークショッ

プを継続的に実施しています。

　このプログラムは、ムラタの経営理念を共有し、

お客様満足度の向上とムラタの継続的な発展に向

けて、従業員がどのように貢献できるかを考える

きっかけを作ります。全従業員参加型のワーク

ショップでは、ムラタの経営理念や社是についての

グループワークが行われ、参加者から「私たちには

もっとできることがある。ムラタの経営理念を日々の

業務に取り入れることがムラタの発展につながるの

だと実感した」と前向きな意見が上がりました。

　これらのワークショップはeラーニングでも共

有でき、新しく入った従業員が、ムラタの経営理

念をこのシステムで自習することも推進していま

す。そして、私たちはこれらのワークショップを通

じて、ムラタの経営理念を「理解する」から「実践

する」までに成長することができました。さらに

ワークショップの取り組みは、さまざまな成果を

もたらしています。

-Case 1
モノづくりのスキルを強化する。
　2016年、ムラタフィンランドのMEMS製造部の従

業員グループは、日本の製造現場ではどのような社

是の実践が行われているのかを学ぶために、金沢

村田製作所（以下金沢村田）を訪れました。金沢村

田では従業員が社是の精神のもと継続的に作業の

改善、改革に取り

組んでおり、これがムラ

タの強みになっていると感じた

参加者らは、当取り組みを、自社の製造

工程の強化に活かしています。

-Case 2
品質向上のために、「科学的管理」を実践する。

　「科学的管理の実践」は、品質向上のためにムラ

タフィンランドで実践してきた主要な取り組みのひ

とつです。ムラタの分析能力を活かし、経営理念に

組み込まれた品質への考えをムラタフィンランドで

展開することによって品質改善につなげることがで

きました。私たちは、「Know your process（あなた

の作業プロセスを知ろう）」や、「Cross-functional 

team work（機能横断型のチームワーク）」と呼ばれ

る活動の中で社是を実践することで、社内のノウハ

ウを効果的に活用できるようになりました。

　私たちは、ムラタグループの一員として、今後

もムラタの経営理念を根付かせる活動を継続し

ていきます。そして社是の実践を通してモノづく

りに取り組むことにより、文化の発展に貢献して

まいります。

［海外拠点での理念共有］

ムラタグループにおける
経営理念のワークショップを

開催した国の数

16ヵ国

社員一人ひとりが活躍できる、
ダイバーシティ＆インクルージョンを企業風土に。
　さまざまなバックグラウンドを持つ社員が働いている

ムラタでは、「多様性（ダイバーシティ）」をお互いに「受

容（インクルージョン）」することで、イノベーションを生

み出すことが重要ととらえ、ダイバーシティ＆インクルー

ジョン（以下、D&I）を推進する委員会「M-DIP（Murata 

Diversity Inclusion Plaza）」を設置しました。ムラタでは

性別や人種など目に見える違いだけでダイバーシティ

を進めるのではなく、一人ひとりの思考、経験、アイデア、

能力、働き方など目に見えない違いを受け入れ、それぞ

れの個性を大事にしながら、衝突を恐れず、意見を出し

合いながら、イノベーションを起こしていきたいと考えて

います。意見は違っても同じ方向を向いている仲間とと

もに、自分では思いつかなかったアイデアを出し合い、

企業成長につなげていくことがD&Iを進める理由です。

　M-DIPメンバー15名の中から、それぞれ想いを

持った3名がD&Iについて、経験をベースにしな

がら意見を交わしました。

 

　海外勤務経験がある吉岡は「海外で働いている

と未知のことが本当に多い。そういった環境にいる

と、相手のことをよく観察するようになる。ムラタは

グローバルにビジネスをしているので、相手を知

ろうとする姿勢が欠かせない」と異なる価値観や

考え方を受け入れることの大切さを強調します。

　

　女性技術者の北尾は「私が入社した時、部門に

女性技術者が私一人で緊張や不安があったが、

周囲の人たちに支えられた。一人ひとりが活躍で

きるように、信頼関係構築や自由闊達な議論を通

じて、お互いの価値を認め高め合うことを大切に

したい」と意識変革を訴えます。

　育児休暇から復帰し、時短勤務をしている古部は

「育児と仕事の両立が不安になった時期があり、職

場の人たちからの温かい声掛けに支えられ乗り越

えることができた。この経験から、一人ひとりの存在

を認め合うことの大切さを実感している」と、インク

ルージョンに対する感謝の気持ちを語ります。

　M-DIP参加者は、経験を通じてD&Iの必要性を

感じています。いろんな考え方があるとビジネス

ニーズを網羅でき迅速に対応できる、一人ひとり

が持ち味を生かせればイノベーションはきっと起

こせる、互いを認め合って活き活き仕事する人を

増やしたい。議論の終わりに3名はM-DIPが今後

社内に求めていくD&Iに期待を込めていました。

　ムラタでは多様な人材の考え方・経験・能力を活

かすことで、アイデアの衝突と新しい結合からイノ

ベーションを起こし、さらなる社会・文化の発

展への貢献を目指す成長戦略として

D&Iを位置づけ、今後も推進し

ていきます。

［ダイバーシティ＆インクルージョン］

一人ひとりが
特性を発揮し
活き活きと働ける
企業でありたい。

グローバルに
理念を浸透させ、
意識と行動を
ひとつに。

Murata Electronics Oyの
メンバーによる金沢村田
製作所訪問の様子


